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西郷・大久保の決別と西南戦争 

                 鹿児島市「維新ふるさと館」 

                 特別顧問 福 田 賢 治  

１ 中央集権国家の建設と鹿児島 

（１）戊辰戦争後の薩摩の動き→西郷は鹿児島へ帰郷 

（２）廃藩置県実施のため、西郷を中央政界へ引き出し  

○明治４年、政府は勅使として岩倉具視を派遣 

○明治４年７月１５日、「廃藩置県」実施、２６１藩を廃止、 

３府３０２県を配置（１１月に統廃合し新たに３府７２県） 

   ○知藩事を廃止、新たに県令を配置→島津久光は激怒 

（３）明治３年「地租改正令」により財政基盤を確立→士族の不満へ 

（４）同６年「徴兵令」→士族の不満へ 

２ 岩倉欧米視察団の派遣 

（１）明治４年１１月、岩倉具視が全権大使、大久保利通と木戸孝允が副使 

（２）不平等条約改正と先進欧米諸国の視察（留学生を含め総勢１０８人） 

（３）多くの課題がある中、「約定書」により西郷が留守政府を預かる 

（４）使節団全員の帰国は、明治６年９月１３日、（半年の予定が２年） 

  ○大久保は５月、木戸は７月、岩倉は９月に帰国 

３ 朝鮮使節派遣問題（征韓論争）の発生と結論 

（１）朝鮮との国交回復問題 

① 朝鮮の鎖国政策と日本からの親書（国書）受け取り拒否（国書に「皇」や

「勅」の文字使用、印章の相違など） 

② 開国した日本は「西洋の夷狄と同じで無法の国」と批判 

③ 対馬藩との交流拠点、釜山にある「倭館」との交流遮断 
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（４）維新政府の対応 

① 居留民保護のため「撤退」か「派兵」 

かの決断 

② 明治６年８月１７日、正院で西郷の朝 

鮮使節派遣が内定、（ただし、最終的に 

は「岩倉使節団の帰国後に再上奏を」 

と天皇が裁可） 

③ 山県有朋や井上馨などに対する排斥運 

動など国内問題山積で、太政大臣三条 

実美が岩倉具視（右大臣）に相談、外 

遊組は反征韓派に意志変換 

④ 大久保利通を参議にし、西郷派姸を阻止する案を伊藤が岩倉らに相談 

⑤ 大久保は再三拒否したが説得され、岩倉らに「反征韓を変節しないこと」

を約束させ、会議の２日前にやっと参議を受諾 

⑥ 明治６年１０月１４日、正院にて朝鮮問題を審議、西郷と大久保が激論 

結論出ず。 

⑦ １０月１５日、西郷は体調不良で欠席、そのため三条実美に対し、自分の

考えをまとめた「朝鮮国御交際決定始末」を提出したが、岩倉などはこれ

に気付いていなかったようである。三条は回覧しなかったのであろうか、

回覧したが目にとまらなかったのであろうか、疑問が残る。 

⑧ 会議においては西郷派遣が優勢で大久保との「変節しない」との約束にも

関わらず、三条は西郷派遣を決定して会議を閉じた。 

 

 

御一新の涯より数度に及び使節差し立てられ、百万御手を尽くされ候得ど

も悉く水泡に相成候のみならず、数々無礼な働き候これあり、近来は人民

互いの商道を相塞ぎ、倭館詰居りの者も甚だ国難の場合に立ち入り候ゆえ、

拠無く護兵一大隊差し出さるべく御評議の御承知致し候に付、護兵の議は

決して宜しからず、是よりして闘争に及び候ては、最初の御趣意に相反し

候間、此の節は公然と使節を立てらるる相当の事にこれ有るべし。若し彼

より・・・・」 

     ※岩倉はこの文書を翌明治 7年春に発見、西郷が征韓論者ではなかった

ことに気付き、7年 4月 6日付で大久保利通にその旨を手紙に記して

送付している。 

４ 西郷派遣決定から派遣中止への過程 

（１）大久保・岩倉は三条に辞意を表明、一方、西郷らは早く上奏するよう催促、

三条は人事不省に三条の病状を理由に大久保、岩倉，伊藤らは一計を案じ、

＜朝鮮国御交際決定始末書＞ 
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太政大臣代理に岩倉を据えるよう天皇に働きかけ 10 月 20 日、岩倉が太政

大臣代理に就任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝鮮国御交際決定始末（西郷） 
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（２）10月 22日、西郷、板垣、江藤、副島が岩倉邸を訪問、奏上を要求、岩倉は

拒否、「自分は反対なので、自分の考えをあわせて奏上する」と主張、西郷

らは激怒、西郷は翌日の 23日辞表を提出 

（３）10月 24日天皇は使節派遣中止と裁可、他の 4参議らも辞表を提出 

５ 西郷隆盛の下野 

（１）明治７年６月私学校の設立と勢力の拡大 

（２）鹿児島はあたかも独立国の様相 

   新政府の政策が更に遅延・停滞 

（３）明治７年佐賀の乱（江藤新平） 

   江藤が山川の鰻温泉に西郷を訪問 

（４）廃刀令、金禄公債証書条例に反発 

（５）神風連の乱、秋月の乱、萩の乱 

（６）警視庁大警視川路利良が鹿児島に 

   密偵を潜入させ、私学校党の離間 

   かく乱と西郷らの刺殺を狙う。 

（７）２月２９日私学校徒が暴発、草牟 

   田弾薬庫襲撃をはじめ、３月２日まで 

（８）大久保は私学校徒暴挙の報に接し、２月７ 

日付伊藤博文宛ての手紙に 

  「誠に朝廷不幸の幸と竊に心中笑いを生じ候位にこれあり候」と書き送った。 

 

６ 西南戦争へ突入 

（１）２月１日、小根占の西郷へ報告 

  ○西郷は「我事己む」とその他を 

   語らず。（西南紀伝） 

  ○「一はなんちゅうこつすっとか」 

   「ちょっしもた」（辺見十郎太の話） 

（２）２月５日、私学校講堂で拡大幹部会 

  ○主戦派と慎重派に分かれるが、派兵 

   に決定 

  ○篠原、桐野、池上、別府、辺見 

  ○村田、永山、河野主一郎、野村忍助 

（３）２月１５日大山綱良県令が熊本鎮台に趣意書を送付（２月１９日鎮台受） 

（４）２月１５日～１７日、熊本に向けて鹿児島出兵 

  「政府へ尋問の廉これあり」 

（５）薩軍の編成 

  １番大隊長 篠原国幹    ２番大隊長 村田新八 

私学校綱領 
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  ３番大隊長 永山弥一郎   ４番大隊長 桐野利秋 

  ５番大隊長 池上四郎   独立大隊統監 別府晋介 

  ＜薩軍＞１万３０００人（鎮台３０００人余り） 

   山砲（４斤） ２８門 （１３門） 

   野砲（１２斤） ２門 （６門） 

   臼砲     ３０門 （７門） 

   銃弾   １５０万発 

（６）２月１９日「鹿児島賊徒征討令」の発令 

（７）熊本鎮台攻囲（２月２２日～４月１４日） 

    ○熊本鎮台司令長官  谷干城少将 

          参謀長  樺山資紀中佐 

    ○薩軍は３日間攻撃するが陥落できず 

    ○池上四郎を指揮官に包囲作戦へ 

（８）木葉の戦い 

    ○２月２３日木葉～稲佐 

 

 

 

 

 

（９）三度にわたる高瀬の戦い 

                 ○第一次 ２/２５夜 薩軍高瀬大橋を渡る  

                 ○第二次 ２/２６ 菊池川を挟んでの攻防 

                 ○第三次 ２/２７ 薩軍有利に展開のち篠 

原隊撤退、村田隊、桐 

野隊も敗退、 

西郷小兵衛の戦死 

（１０）田原坂の戦い（３月４日～２０日） 

                 ○大激戦地、両軍の戦死者４０００人 

                 ○乃木希典が薩軍に連隊旗を奪われる 

                 ○抜刀隊の活躍 

                 ○篠原国幹：吉次峠の戦い 

                  で戦死（４日） 

（１１）長井村から可愛岳突破（７２８ｍ） 

    ○西郷は８月１６日薩軍に解放令を出し、自ら軍服を焼く 

    ○８月１７日軍議で可愛岳突破を決定し午後１０時から決 

行（５６０人程度） 



6 

 

    ○翌未明に官軍本営を急襲、武器弾薬・食糧等を奪い、鹿児島をめざす 

（１２）鹿児島再突入と城山での自刃 

    ○９月１日鹿児島突入、私学校、城山奪還   

     薩軍４００人足らず、政府軍５万 

    ○４日来島清率いる決死隊（約１００名） 

     が米蔵（市役所）に突入し全滅（中津藩の 

     増田宋太郎も） 

    ○薩軍は城山周辺１０か所に分散し防備 

    ○２２日河野主一郎と山野田一輔が政府軍 

     に西郷の助命嘆願交渉。認められず。 

    ○９月２４日午前３時５５分政府軍総攻撃 

    ○西郷はじめ４０数名、洞窟前から岩﨑谷 

     口の大久保塁へ行く途中で被弾 

    ○別府晋介が西郷を介錯    ○西郷の首の所在が不確定（諸説あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１３）浄光明寺、南洲墓地、南洲神社 

（１４）西南戦争の後遺症（勝ち組と負け組） 
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西郷洞窟 

西郷隆盛宿陣跡（児玉熊四郎邸） 

柿木台「薩軍墓地」 

南洲神社 
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７ 大久保利通の悲劇 

（１）紀尾井坂（町）の変（明治１１年５月１４日） 

    ○内務卿大久保利通が暗殺（現 千代田区） 

    ○島田一良（石川県士族）ら６人襲撃 

    ○５項目の斬奸状、事件後自首 

    ○以後の政局は長州勢へ 

（２）大久保利通の墓（青山墓地） 

    ○従一位 

    ○犠牲となった御者と馬の墓も 

    ○馬車は倉敷市の五流尊龍院に保存 
大久保利通墓地（青山墓地） 

大久保暗殺時の馬車 

御者と馬（大久保利通銅像） 


